












まとめ 

今回は,学校検尿にて尿所見の異常を発見された 4 例と,ネフローゼにて発症し

focalsegmentalMPGNを示した1例と,典型的なMPGNtypeⅠと診断され治療されたが,発症よ

り 5年 3か月目の腎生検ではfocal segmentalMPGN typeI となっていた1例の計 6例を報

告した。MPGN の type は typeI が 4 例で,typeⅢが 2 例となっており,typeⅡは 1例もなか

った。観察期間は 7か月間から 7年 7か月間で,平均 3年 5か月と短かいが,観察終了時に

微少血尿のみの者3例,ネフローゼ状態の者1例,起立性蛋白尿を示す者1例,尿所見正常者

1例となっており,6年以上観察できた2例では治療中に発症より 1年 3か月と 4年 3か月

より尿所見は正常化してきている。全例免疫抑制剤の多剤少量療法あるいは PSLの大量隔

日投与法が行われているが,臨床経過は比較的良好である。血清 C3 値は最終観察時,3 例に

おいて低下していたが,この内 2例は発症後 14か月と 4年 4か月目に何の誘因もなく低下

し,低補体値と臨床症状との間に明らかな相関はみられなかった。 

以上,観察された focal segmental MPGN の病変は MPGN typeI あるいは typeⅢの早期病変

あるいは典型的な MPGN の回復期にみられる病変と思われ,経過も良好のように思われるが,

これらの病変に対し,典型的な MPGN と同様に積極的に治療をしていくべきか,あるいは異

った治療法を行うべきか検討されるべき問題となっている。またこれらの初期像と思われ

る症例は,治療を加えずに観察し,どのように経過するか興味がもたれるところであるが,

現在我々は典型的な MPGN にのっとった治療を行っている。 


